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22 週未満と 22 週以降の小脳径基準値（中央値・5%-95%タイル値）を作成した。5%タイ
ル値未満を小脳低形成とし、T18 26 症例の小脳径を計測し基準値と比較した。
妊娠 22 週未満の小脳横径は妊娠週数に相関し（R2=0.97）、標準偏差 0.36mm、小脳縦径
も妊娠週数に相関し（R2=0.73）、標準偏差 0.80mm であり、T18 8 症例のうち、基準値の
5%タイル値未満は小脳横径 7/8（88%）、小脳縦径 8/8（100%）であった。妊娠 22 週以降
の小脳横径は妊娠週数に相関し（R2=0.95）、標準偏差 1.40mm、小脳縦径も妊娠週数に相関
し（R2=0.84）し、標準偏差 1.29mm であり、T18 18 症例のうち、基準値の 5%タイル値未





に頼っていた。小脳径は trisomy 18 (T18) において小さいことが知られているが、従来の
小脳横径の測定では判定は完全ではなかった。
そこで本研究では小脳横径と小脳半球縦径のノモグラムを作成し、22 週未満と 22 週以
降での基準値 (中央値・5～95%タイル値)を求めた。5%タイル値未満を小脳低形成とし、
T18 の 26 症例の小脳径をこの基準と比較した。これにより全例で小脳半球縦径は基準を下








Creation of a cerebellar diameter reference standard and its clinical 
application to the detection of cerebellar hypoplasia unique to trisomy 
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